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「今、何の病気が流行しているか！」 

(川崎市感染症発生動向調査事業－令和５年第８週)の情報提供について 

市内の定点医療機関から提供された感染症の患者発生情報をもとに市民提供情報で

ある「今、何の病気が流行しているか！（令和５年第８週）」を作成しましたのでお知

らせします。 

令和５年第８週（令和５年２月２０日から令和５年２月２６日まで） 

第８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃

腸炎 ３）流行性角結膜炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１２．９５人と前週（１１．５６人）から増

加し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は５．０３人と前週（６．０３人）から横ばいで、

例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．５６人と前週（０．００人）から増加し、

例年並みのレベルで推移しています。 

今週のトピックス 

“「子ども予防接種週間」３月１日（水）～３月７日（火）”について取り上げました。

令和５年３月１日～７日は「子ども予防接種週間」です。予防接種法に基づくお子さ

んの定期予防接種は、赤ちゃんがお母さんから受け継いだ免疫が薄れてくる時期、病気

にかかりやすい年齢や重症化しやすい年齢等に応じて、接種する時期や期間、回数等が

定められています。 

特に小さいお子さんの予防接種は、遅れると重症化や合併症のリスクにつながります。

お子さんの健やかな成長のために、母子健康手帳で予防接種歴を確認し、接種が済んで

いない場合は、期間内に確実に接種をしましょう。 

川崎市感染症発生動向調査事業では、感染症のまん延の防止と市民の健康の保持に寄与するべく、市

内の定点医療機関（小児科定点３７施設、インフルエンザ定点６１施設、眼科定点９施設、基幹定点２

施設）等から報告された感染症発生状況をもとに集計を行い、市内の感染症の発生状況の正確な把握と

分析、市民や医療関係者への情報の提供を行っています。
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

令和５年２月２０日（月）～令和５年２月２６日（日）〔令和５年第８週〕の感染症発生状況 

第８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）流行性角結膜炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１２．９５人と前週（１１．５６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は５．０３人と前週（６．０３人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．５６人と前週（０．００人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。


